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跡
見
花
蹊
略
歴 

  

天
保
十
一
年
庚
子
四
月
九
日
を
以
て
生
る
。
父
重
敬
、

其
比
能
書
家
の
聞
え
あ
り
。
滝
野
、
幼
よ
り
学
問
及
書

を
好
み
、
四
才
よ
り
書
を
書
き
た
り
。
家
塾
を
開
き
て

子
弟
を
教
育
す
。
八
、
九
才
之
比
よ
り
教
授
の
手
伝
を

す
る
。
十
二
歳
よ
り
画
を
学
ひ
、
楚
山
、
東
山
ニ
付
て

研
究
す
る
事
十
七
歳
迄
。
日
課
ハ
、
朝
よ
り
午
後
八
ツ

時
迄
子
弟
を
教
授
し
て
、
か
た
は
ら
画
事
、
漢
学
、
和

歌
を
研
究
す
。 

   

跡
見
花
蹊
、
名
ハ
滝
野
、
又
木
花
、
西
成
と
号
す
。
天

保
十
一
年
四
月
九
日
生
る
。
摂
津
西
成
郡
木
津
村
に
生

る
。
父
を
跡
見
重
敬
、
母
を
幾
野
と
云
ふ
。
其
祖
先
、

天
種
子
命
よ
り
出
、
用
明
天
皇
の
臣
た
り
し
か
、
聖
徳

太
子
に
仕
へ
て
河
内
に
来
り
、
物
部
守
屋
大
臣
討
伐
之

後
、
木
津
に
来
り
、
家
世
々
郷
士
た
り
。
そ
の
家
名
を

永
続
せ
し
め
ん
為
、
天
台
宗
に
属
す
る
唯
専
寺
と
い
ふ

を
木
津
に
建
立
せ
り
。
後
、
真
宗
大
谷
派
に
属
し
、
今

な
ほ
跡
見
御
坊
と
し
て
存
在
し
居
る
。
幕
政
の
頃
、
大

庄
屋
と
し
て
久
し
く
一
郷
に
重
せ
ら
る
。
祖
父
歿
後
、

親
族
預
り
庄
屋
を
勤
め
け
る
程
に
、
某
の
邪
な
る
よ
り
、

遂
に
株
を
横
領
せ
ら
れ
た
り
。
跡
見
の
家
ハ
殊
に
少
な

か
ら
ぬ
困
難
に
陥
り
、
僅
に
寺
小
屋
的
家
塾
を
開
き
、

近
郷
の
子
弟
に
読
書
、
習
字
等
を
教
へ
て
生
計
を
立
る

に
至
れ
り
。
実
に
か
ゝ
る
時
代
に
、
姉
藤
野
後
千
代
滝

と
云
、
花
蹊
ハ
次
女
と
し
て
、
生
る
。
一
、
二
歳
の
頃

よ
り
も
手
遊
ひ
物
な
と
ハ
欲
し
が
ら
ぬ
風
て
、
只
書
を

見
せ
れ
ハ
悦
ん
て
泣
き
止
む
と
云
。
四
歳
よ
り
書
を
学

ひ
、
父
母
も
珍
ら
し
と
て
日
々
喜
ん
て
教
へ
ら
れ
た
り
。

読
書
も
孝
経
、
三
字
経
習
ひ
覚
へ
て
、
六
歳
の
時
、
母

の
実
家
の
祖
母
死
去
の
節
、
葬
式
に
行
て
、
帰
り
ハ
父

に
負
は
れ
て
、
脊
中
に
て
孝
経
を
暗
誦
し
て
、
父
も
始

て
驚
た
り
。
此
時
よ
り
両
親
ハ
、
此
子
を
以
、
跡
見
の

家
を
再
興
さ
せ
る
也
と
て
、
よ
く
我
に
聞
か
せ
た
り
。

汝
、
わ
か
家
を
興
す
へ
き
人
物
な
れ
、
さ
れ
ハ
女
な
か

ら
も
他
に
嫁
せ
ず
し
て
、
わ
か
家
を
継
が
し
む
へ
し
な 
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と
、
花
蹊
幼
少
よ
り
他
に
嫁
せ
ず
し
て
わ
か
家
を
興
す

へ
き
義
務
を
自
覚
し
、
ひ
た
す
ら
技
芸
の
修
養
に
熱
心

な
り
。
当
時
ハ
花
蹊
の
弟
三
之
助
、
後
重
威
と
云
、
生

れ
、
三
女
菊
野
、
四
女
政
野
、
こ
の
両
女
ハ
早
世
、
二

男
元
之
助
後
愛
四
郎
生
れ
、
花
蹊
ハ
姉
と
共
に
両
親
を

助
け
て
、
漢
書
の
素
読
、
習
字
を
を
し
へ
、
こ
の
妹
な

と
脊
に
負
な
が
ら
、
御
飯
た
き
、
其
外
は
き
掃
除
、
す

へ
て
を
い
た
し
て
、
自
分
の
修
養
ハ
夜
の
み
、
花
蹊
も

と
よ
り
画
も
好
み
て
、
画
の
修
養
を
親
に
た
の
み
て
、

（
次
ヘ
続
ク
） 

＊
寺
小
屋
的
（
寺
子
屋
的
） 

＊
を
し
へ
（
教
へ
） 

嘉
永
二
年 

十
二
歳
の
時 
石
垣
東
山
先
生 

先
生
ハ
上
町
北
新
町
二

丁
目
の
住
也 

の
門
に
入
る
。
先
生
も
悦
ん
て
稽
古
日
毎

に
扇
子
を
沢
山
に
書
を
か
ゝ
せ
て
、
大
い
に
ほ
こ
ら
れ

た
り
。
ま
た
、
天
王
寺
槇
野
楚
山
先
生
に
つ
き
て
画
を

学
ひ
、
此
当
時
ハ
も
は
や
屏
風
、
襖
な
と
揮
毫
も
の
に

て
多
忙
を
究
む
。
ま
た
母
の
云
、
女
ハ
裁
縫
が
出
来
な

く
て
は
不
自
由
な
り
と
て
、
縫
物
の
稽
古
に
行
く
。
是

も
外
に
修
行
も
有
り
て
縫
物
ハ
半
日
つ
ゝ
稽
古
に
行
く
。 

＊
嘉
永
二
年
（
嘉
永
四
年
） 

 

安
政
年
間 

十
七
歳
、
始
て
京
師
に
出
て
、
漢
学
、
絵
画
を
学
ふ
。

二
年
に
て
帰
坂
す
。 

 

安
政
元
年 

十
七
歳
の
時
、
京
都
に
遊
学
を
思
ひ
た
ち
、
宮
原
節
庵

謙
蔵
先
生
に
漢
学
、
詩
文
、
書
法
を
学
ひ
、
画
を
円
山

応
立
、
中
島
来
章
に
学
ひ
て
、
約
二
年
の
後
、
京
都
を

去
つ
て
よ
り
、
父
と
共
に
大
坂
中
之
嶋
に
居
を
卜
し
、

後
藤
松
蔭
先
生
に
漢
学
、
詩
文
を
学
ひ
つ
ゝ
、
修
行
中
、

豪
富
の
子
女
依
頼
に
よ
り
て
、
自
か
ら
家
塾
を
為
す
に 
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至
り
ぬ
。
こ
の
子
女
を
教
育
し
て
、
方
々
の
依
頼
の
画

を
研
究
す
。
毎
夜
寐
に
就
く
は
四
更
、
五
更
、
或
ハ
夜

の
明
る
迄
。
此
時
分
の
大
坂
の
形
勢
、
幕
政
の
盛
な
る

時
分
に
て
、
富
豪
家
ハ
諸
大
名
の
金
の
御
用
を
勤
め
、

毎
日
の
様
に
蔵
屋
敷
よ
り
も
、
又
御
立
入
の
町
人
よ
り

も
、
賑
舞
と
云
て
、
北
の
河
佐
、
平
辰
、
綿
富
と
か
、

新
町
の
織
屋
、
高
島
屋
と
云
大
茶
屋
に
て
、
昼
早
々
よ

り
ハ
席
書
画
を
致
し
て
、
夕
景
よ
り
芸
妓
の
踊
と
か
大

酒
宴
に
成
る
と
云
、
是
ハ
盛
な
る
も
の
也
。
町
人
ハ
是

か
業
の
様
な
も
の
に
て
、
今
日
は
長
州
様
、
明
日
ハ
加

州
様
、
芸
州
様
と
か
、
町
人
ハ
鴻
地
、
広
岡
、
平
瀬
其

外
に
て
、
珍
ら
し
き
事
ハ
仕
尽
し
た
り
。 

＊
安
政
元
年
（
安
政
三
年
） 

＊
賑
舞
（
振
舞
） 

 

＊
鴻
地
（
鴻
池
） 

 

安
政
三
年
之
比 

父
ハ
勤
王
家
に
て
、
京
師
ニ
出
て
姉
小
路
公
知
卿
に
召

仕
へ
ら
る
。
雑
掌
役
を
仰
付
ら
る
。 

(

文
久
二
年
十
月
十
一
日
参
照) 

幕
府
ぇ
勅
使
三
条
公
、
副
使
姉
小
路
公
、
関
東
ニ
使
さ 

れ
候
節
、
目
附
役
と
し
て
御
供
仰
付
ら
れ
、
大
儀
明
分

を
正
さ
れ
た
り
。
舎
弟
重
威
も
同
様
御
供
す
。 

(

文
久
三
年
四
月
二
十
三
日
参
照) 

其
以
前
、
摂
河
泉
台
場
堤
防
之
御
巡
見
之
御
勅
使
と
し 

て
姉
小
路
公
御
出
発
、
其
切
も
父
雑
掌
役
と
し
て
御
供

す
。 

＊
安
政
三
（
マ
マ
）
年 

＊
大
儀
明
分
（
大
義
名
分
）

＊
其
切
（
其
節
） 

 

安
政
四
年
巳
年 

父
重
敬
、
元
よ
り
勤
王
の
志
厚
く
し
て
姉
小
路
公
知
卿

に
仕
へ
る
。
雑
掌
役
を
仰
付
ら
れ
る
。 

 

安
政
六
年 

頼
三
樹
斬
せ
ら
る
。 

 

安
政
六
年
未 
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(

安
政
七
年
）
三
月
三
日 

井
伊
直
弼
、
水
戸
藩
士
の
為
に
刺
れ
た
り
。 

 

(

安
政
七
年) 

三
月
三
日 

桜
田
門
外
紅
雪
飛
ひ
、
井
伊
直
弼
戮
せ
ら
れ

万
延
元
年 

花
蹊
、
大
坂
中
之
嶋
ニ
宅
を
構
え
た
り
。
此
時
、
富
豪

家
娘
た
ち
教
育
を
頼
ま
れ
、
私
塾
を
開
き
、
漢
学
、
書

画
を
教
授
す
。 

 

万
延
元
年 

庚
申
に
し
て
畢
。 

(

万
延
元
年
）
十
二
月
十
三
日
よ
り 

子
弟
に
試
筆
之
稽
古
す
る
。
毎
年
是
を
例
と
す
。 

  
万
延
、
文
久
頃
よ
り 

形
勢
騒
然
と
な
り
、
米
国
人
当
地
ぇ
来
る
。 

 

文
久
元
年
五
月
十
日
、
翌
十
一
日
の
二
日 

大
川
ぇ
船
に
て
来
る
。
騒
か
し
き
事
也
。 

 

文
久
元
年
八
月
六
日 

京
師
姉
小
路
家
よ
り
書
至
、
今
般
和
宮
様
将
軍
家
ぇ
御

降
家
ニ
付
、
御
供
之
義
申
来
る
。
父
母
共
相
談
し
て
考

た
り
。
是
ハ
伏
原
大
納
言
よ
り
の
御
進
め
ニ
候
処
、
公

知
卿
ハ
和
宮
様
の
御
一
方
の
花
よ
り
も
世
界
の
花
と
な

れ
と
仰
せ
ら
れ
て
、
直
に
御
断
申
上
る
。
陛
下
、
加
茂

行
幸
仰
せ
出
さ
れ
た
り
。
国
事
掛
日
下
玄
瑞
、
武
市
半

平
太
、
照
旗
烈
三
郎
之
有
士
と
交
る
。 

＊
御
降
家
（
御
降
嫁
） 

＊
御
供
之
義
（
御
供
之
儀
） 

 

 (

文
久
元
年) 

八
月
六
日 

京
都
姉
小
路
様
よ
り
文
参
り
、
伏
原
様
よ
り
の
仰
せ
に

て
、
和
宮
様
将
軍
家
ぇ
御
降
嫁
ニ
付
、
御
供
申
上
へ
き

様
と
の
事
に
て
、
両
親
は
し
め
親
戚
に
も
相
談
す
る
。

此
時
節
に
ハ
実
に
一
大
出
世
と
て
皆
々
悦
ひ
居
た
り
。

又
、
姉
小
路
様
よ
り
文
参
り
て
、
和
宮
様
の
花
よ
り
も

世
界
の
花
と
な
ら
む
事
を
望
む
、
よ
つ
て
此
度
ハ
止
む

へ
し
と
仰
せ
ら
れ
て
、
早
速
御
断
り
す
。 

(

文
久
元
年
）
十
月
三
日 

和
宮
様
、
祇
園
ぇ
御
首
途
、
糸
毛
御
車
三
台
並
ひ
て
牛

の
引
た
る
御
行
列
拝
見
す
。
実
に
有
か
た
き
事
也
。 

(

文
久
元
年) 

十
月
三
日 

和
宮
様
祇
園
社
ぇ
御
首
途
拝
見
に
上
京
す
。
御
所
車
糸

毛
の
御
車
、
外
二
、
三
台
続
て
の
御
行
列
、
実
に
結
構 
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言
ん
方
な
し
。 

 

文
久
元
年
辛
酉
十
月
廿
日 

和
宮
様
京
師
御
出
輿
、
江
戸
に
成
ら
せ
ら
れ
る
。
擲
上

迄
御
奉
送
申
上
る
。 

＊
擲
上
（
蹴
上
） 

 

文
久
元
年
十
月
十
一
日 

 

姉
小
路
公
知
卿
、
関
東
御
副
使
と
し
て
御
下
向
ニ
付
、

父
重
敬
を
目
附
役
と
な
し
、
男
重
威
を
用
人
と
仰
付
ら

る
。 

＊
文
久
元
年
（
文
久
二
年
） 

 

文
久
二
年
壬
戌
十
月
十
二
日 

三
条
実
美
卿
正
使
、
姉
小
路
公
知
卿
副
使
と
し
て
、
関

東
に
赴
せ
ら
る
。
父
重
敬
、
弟
重
威
、
御
供
仰
付
ら
れ

る
。 

＊
十
二
日
（
十
一
日) 

 

文
久
二
年
正
月
五
日 

 

松
囃
子
、
弟
子
た
ち
を
呼
て
、
試
筆
の
書
画
を
展
観
す
。

是
を
例
と
す
。
発
会
式
也
。 

＊
文
久
二
年
（
文
久
三
年
） 

 (

文
久
三
年
）
正
月
六
日
よ
り 

上
京
す
。
姉
小
路
家
に
参
る
。
滞
留
す
る
。
当
時
世
の

中
騒
然
た
り
。 

         

文
久
三
年
（
三
月
四
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

三
年
後
、
慶
応
二
年
七
月
二
十
日
） 

将
軍
上
洛
ア
リ
。
大
坂
城
に
御
滞
在
中
、
城
中
に
て
薨 

去
な
る
。 

 (

文
久
三
年
三
月
十
一
日) 

聖
上
、
攘
夷
御
祈
願
の
為
、
賀
茂
両
社
に
行
幸
ア
リ
。

将
軍
供
奉
仰
付
ら
れ
る
。 

 
 



跡見花蹊略歴 上段 

― 6―  

(

文
久
三
年
四
月
十
一
日
） 

陛
下
、
八
幡
行
幸
在
ら
せ
ら
れ
拝
見
す
。 

(

文
久
三
年) 

四
月
十
一
日 

聖
上
、
八
幡
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
、
お
の
れ
も
拝
見
に
出

る
。 

(

文
久
三
年) 

四
月
廿
二
日 

姉
小
路
卿
勅
使
と
し
て
摂
河
泉
之
台
場
隄
防
御
巡
見
之

節
、
跡
見
重
敬
及
悴
重
威
、
御
供
仰
付
ら
る
。 

当
時
将
軍
御
上
洛
、
大
坂
城
御
滞
在
。 

＊
四
月
廿
二
日
（
四
月
廿
三
日
） 

(

文
久
三
年) 

四
月
二
十
三
日 

姉
小
路
公
知
卿
、
摂
河
泉
海
岸
防
備
巡
視
を
仰
付
ら
れ

る
。
父
、
舎
弟
も
御
供
仰
付
ら
れ
る
。 

 (

文
久
三
年) 

五
月
廿
一
日 

姉
小
路
卿
御
所
御
退
出
之
砌
、
朔
平
御
門
に
て
刺
客
之

為
被
害
。
此
御
知
ら
せ
に
て
、
花
蹊
之
か
な
し
み
、
実

国
家
之
為
泣
涕
限
り
な
し
。
生
涯
之
か
な
し
み
也
。
是

よ
り
天
下
之
乱
と
な
る
。 

＊
五
月
廿
一
日
（
五
月
廿
日
） 

 (
文
久
三
年) 

五
月
廿
日
夜 

姉
小
路
少
将
殿
、
朔
平
御
門
に
て
賊
刃
に
斃
る
。
此
事

件
、
父
よ
り
の
書
状
を
見
て
、
実
に
其
驚
、
言
語
に
尽

し
か
た
し
。
母
に
も
此
事
申
聞
せ
て
、
号
泣
す
る
事
良

久
し
。
直
に
舎
弟
愛
四
郎
と
下
僕
を
連
て
、
夜
船
に
て

上
京
す
。 

 (

文
久
三
年
五
月) 

廿
九
日 

御
送
葬
も
済
せ
ら
れ
て
、
（
六
月
朔
日
ヘ
続
ク
） 

(

文
久
三
年) 

六
月
朔
日 

帰
坂
す
。 

 (

文
久
三
年) 

八
月
十
九
日 

 

京
都
大
変
ニ
付
、
此
夜
門
前
三
度
之
早
打
通
る
。 

 (

文
久
三
年) 

八
月
十
九
日 

京
都
大
変
を
聞
、
已
に
上
京
の
つ
も
り
に
候
処
、
京
師

の
町
ハ
通
行
留
に
て
、
と
て
も
行
事
出
来
ぬ
次
第
に
て

止
る
。 

 (

文
久
三
年
八
月) 

廿
日 

 

京
都
之
大
変
を
聞
て
、
花
蹊
、
元
之
助
連
て
上
京
之
筈
、

京
都
ハ
通
行
留
、
雑
人
ハ
一
人
も
通
さ
ぬ
事
に
相
成
、 
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無
拠
止
。 

 (

文
久
三
年
八
月) 
廿
二
日 

 

京
都
姉
小
路
よ
り
文
来
、
十
八
日
暁
之
大
変
、
実
に
朝

廷
之
御
事
、
涙
落
る
雨
の
如
し
。 

 (

文
久
三
年
八
月) 

廿
五
日 

 

姉
小
路
卿
、 

（
空
白
）
難
之
節
、
忠
節
を
尽
し
た
る

中
条
右
京
、
今
日
よ
り
長
州
ぇ
下
向
之
由
、
暇
乞
ニ
来

る
。 

 (

文
久
三
年
八
月) 

廿
七
日 

 

中
山
侍
従
、
大
和
に
儀
兵
を
揚
ら
れ
た
る
に
付
、
尼
ヶ

崎
之
軍
勢
甲
冑
に
て
エ
イ
ヤ
〳
〵
に
て
、
大
和
ぇ
出
立

す
。
大
江
橋
を
渡
ル
。 

＊
儀
兵
（
義
兵
） 

 (

文
久
三
年) 

九
月
七
日 

 

花
蹊
の
従
弟
吉
井
巌
義
、
昨
六
日
穿
儀
之
筋
に
て
召
取

ら
れ
、
役
人
之
前
に
て
切
腹
す
。
急
報
来
る
。 

右
巌
之
舎
弟
儀
蔵
義
、
中
山
卿
之
御
身
替
り
に
立
て
戦

死
す
。 

＊
吉
井
巌
義
（
吉
井
巌
儀
） 

＊
穿
儀
（
詮
議
） 

 

＊
儀
蔵
義
（
儀
蔵
儀
） 

 (

文
久
三
年
九
月) 

十
四
日 

加
州
軍
、
狭
山
ぇ
く
り
出
し
、
実
に
戦
国
の
如
し
。 
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(

文
久
三
年) 

十
月
十
八
日 

 

天
満
与
力
卯
野
善
三
郎
来
り
、
今
般
但
馬
幾
野
銀
山
ニ

浪
士
立
籠
り
、
大
将
ハ
沢
水
主
守
殿
、
改
名
し
て
姉
小

路
五
郎
丸
と
云
、
右
之
人
相
を
写
し
く
れ
と
申
依
頼
に

て
、
花
蹊
大
ゐ
に
立
腹
、
叱
り
付
、
国
家
之
正
義
者
を

何
と
思
ふ
と
云
。
早
々
帰
り
候
。 

＊
沢
水
主
守
（
沢
主
水
主
） 

(

文
久
三
年) 

十
月
十
八
日
、
天
満
同
心
卯
野
氏
来
る
。

今
般
、
但
馬
銀
山
ニ
義
兵
を
起
し
た
る
大
将
沢
水
主
守

殿
、
姉
小
路
五
郎
丸
殿
、
の
人
相
を
、
君
ハ
知
ら
る
ゝ

な
る
は
肖
像
を
書
き
く
れ
と
申
さ
れ
、
お
の
れ
某
に
の

ゝ
し
つ
て
云
、
此
度
義
兵
を
起
さ
れ
た
る
ハ
国
家
の
為

也
、
何
と
て
其
御
肖
像
を
写
す
へ
き
や
と
し
か
り
付
た

れ
ハ
、
大
に
閉
口
し
て
帰
り
た
り
。 

＊
沢
水
主
守
（
沢
主
水
正
） 

＊
な
る
は
（
な
ら
は
） 

 (

文
久
三
年) 

十
一
月
六
日 

 

和
宮
様
ニ
進
ら
れ
物
、
御
内
儀
よ
り
、
絹
本
三
十
枚
人

物
花
鳥
山
水
等
仰
付
ら
る
。 

 (

文
久
三
年) 

十
二
月
廿
日 

 

木
津
よ
り
使
来
、
今
度
彦
根
藩
士
二
千
五
百
人
来
り
、

願
泉
寺
、
唯
専
寺
、
わ
か
本
宅
ぇ
も
七
十
人
宿
か
り
に

来
り
、
下
宿
ス
。 

 (

文
久
三
年
十
二
月) 

廿
七
日 

 

和
宮
様
ニ
進
せ
ら
れ
物
、
委
皆
揮
毫
、
京
師
ぇ
出
す
。 

＊
委
（
悉
） 

 

文
久
三
年
甲
子
正
月 

＊
文
久
三
年
（
文
久
四
年
） 

              

元
治
元
年
甲
子

 (

文
久
四
年
一
月) 

五
日 

 

松
囃
子
、
子
弟
之
書
初
展
観
し
て
、
終
日
賑
々
敷
、
発

会
済
。 
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(

文
久
四
年
一
月) 

六
日 

 

夜
船
に
て
上
京
す
。
例
の
如
し
。
姉
小
路
家
ぇ
着
。 

 (

文
久
四
年
一
月) 

十
日
よ
り
滞
在
中 

 

姉
小
路
千
重
丸
様
、
良
子
様
、
御
読
書
、
習
字
、
御
教

授
申
上
る
。 

 (

文
久
四
年
一
月) 

廿
四
日 

 

帰
坂
す
。 

 (

元
治
元
年
二
月) 

廿
四
日 

 

下
大
和
橋
に
伊
勢
屋
平
兵
衛
之
梟
首
、
北
浜
雁
金
や
に

て
切
殺
す
と
云
。 

 (

元
治
元
年
二
月) 

廿
六
日 

 

難
波
御
堂
門
前
に
梟
首
、
及
二
人
切
腹
す
。 

 (

元
治
元
年) 

六
月
廿
三
日 

 

長
州
藩
士
大
勢
上
京
す
。 

 (

元
治
元
年) 

七
月
十
九
日 

 

 
 
 
 
 

(

七
卿
落
ハ
、
前
年
文
久
三
年
八
月
十
九
日) 

京
師
大
変
、
三
条
公
始
七
卿
落
、
大
坂
動
乱
、
景
勢
益 

危
。 

                    (

元
治
元
年) 

七
月
十
九
日 

浪
花
城
中
よ
り
ノ
ロ
セ
上
り
、
京
師
大
変
、
正
午
よ
り

京
師
大
火
、
非
常
な
る
騒
動
に
て
、
夕
刻
益
甚 

し
く
、
徹
夜
す
る
。
上
町
辺
よ
り
荷
物
方
々
ぇ
は
こ
ひ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

七
卿
落
ハ
、
前
年
文
久
三
年 

出
し
、
門
前
大
困
雑
也
。
此
時
、
正
義
家
三
条
様
御
は 

八
月
十
九
日) 

し
め
、
七
卿
御
脱
走
被
遊
候
。
長
州
藩
ハ
愈
朝
敵
と
相 

成
、
倉
屋
敷
ブ
チ
コ
ハ
シ
候
。
正
義
家
の
噂
あ
し
き
を

聞
、
歎
息
の
外
無
之
、
生
甲
斐
な
く
只
涙
の
み
也
。 

＊
ノ
ロ
セ
（
狼
煙
） 

＊
大
困
雑
（
大
混
雑
）
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(

元
治
元
年) 

十
月
十
九
日 

 

土
さ
ん
加
々
さ
ん
会
津
は
い
や
よ 

会
津
い
な
し
て
よ
い
毛
利
よ
ん
て
く
れ
［
図
］ 

 (

元
治
元
年
十
月) 

十
九
日 

 

後
藤
松
蔭
先
生
死
去
。 

 

元
治 

宮
原
先
生
娘
竹
の
、
谷
場
卿
娘
か
く
の
、
富
小
路
信
丸
、

読
書
、
書
画
の
入
門
あ
り
。 

 

文
久
四
年
乙
丑
正
月 

＊
文
久
四
年
（
元
治
二
年
） 

           

慶
応
元
年 

 (

慶
応
元
年) 

七
月
七
日 

 

七
夕
祭
り
に
て
、
生
徒
を
呼
て
遊
ふ
。
躍
を
催
す
。
毎

年
例
と
す
。 

 (

慶
応
元
年) 

九
月
廿
日 

 

京
都
蓮
観
院
、
孝
格
天
皇
様
の
御
局
よ
り
、
花
蹊
の
母

幾
野
ハ
木
津
に
壱
人
、
花
蹊
ハ
中
之
嶋
に
一
人
住
居
、

景
勢
危
験
之
世
中
故
、
両
家
と
も
仕
舞
、
京
都
ニ
住
居

す
る
様
、
懇
々
の
仰
に
て
候
へ
共
、
母
は
、
跡
見
の
家

ハ
聖
徳
太
子
よ
り
打
続
き
た
る
家
な
れ
ハ
、
京
都
ぇ
引

越
事
ハ
家
に
対
し
て
も
出
来
か
た
く
申
は
ら
れ
、
段
々

と
説
諭
す
。 

＊
孝
格
天
皇
（
光
格
天
皇
） 

＊
危
験
（
危
険
） 

 

＊
申
は
ら
れ
（
申
張
ら
れ
） 

     (

慶
応
元
年) 

九
月
廿
日 

京
師
蓮
観
院
様
よ
り
の
仰
ニ
て
、
当
今
の
形
勢
に
て
ハ
、

花
蹊
、
其
母
幾
野
の
女
の
み
に
て
ハ
不
安
心
故
、
木
津
、

中
之
嶋
の
両
家
か
た
付
、
京
都
ぇ
転
住
す
る
様
と
て
懇

ニ
仰
せ
ら
れ
、
母
様
ハ
此
木
津
の
地
を
離
れ
か
た
く
と

申
さ
れ
候
へ
と
も
、
大
い
に
す
ゝ
め
て
家
を
か
た
付
、

京
都
に
移
住
す
。 
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(

慶
応
元
年
）
九
月
廿
二
日 

 

大
川
筋
ぇ
バ
ツ
テ
ー
ラ
に
て
異
人
九
人
来
、
天
満
橋
よ

り
跡
ぇ
引
帰
る
。 

＊
廿
二
日
（
廿
三
日
） 
＊
跡
（
後
） 

 (

慶
応
元
年
九
月) 

廿
四
日 

 

此
前
よ
り
、
家
材
道
具
か
た
付
、
前
の
船
に
積
て
京
師

ぇ
出
す
。
是
迄
教
育
し
た
る
子
弟
に
別
る
ゝ
事
、
実
に

子
弟
之
な
け
き
、
慈
母
に
離
る
ゝ
如
く
、
泣
の
涙
に
て

漸
別
れ
ゆ
く
。
当
時
門
人
五
十
八
名
。
先
、
姉
小
路
家

ぇ
着
。 

 (

慶
応
元
年) 

十
月
八
日 

 

漸
々
世
間
騒
々
敷
ニ
付
、
千
重
丸
様
、
良
姫
様
、
岩
倉

御
別
荘
ぇ
御
立
の
き
に
相
成
。 

＊
八
日
（
九
日
） 

 (

慶
応
元
年) 

十
二
月
九
日 

 

幕
府
よ
り
守
護
職
附
武
家
杉
山
栄
娘
輝
女
、
画
の
入
門
、

今
の
奥
村
晴
翠
也
。 

花
蹊
上
京
以
来
、
諸
堂
上
方
よ
り
御
襖
、
御
屏
風
、
或

衝
立
な
と
、
続
々
画
の
御
依
頼
あ
り
て
、
多
忙
を
究
む
。 

＊
奥
村
晴
翠
（
奥
原
晴
翠
） 

 

慶
応
元
丙
寅
正
月
二
日 

御
書
初
の
御
式
あ
り
。 

＊
慶
応
元
（
慶
応
二
） 

                        

慶
応
二
年 

 (

慶
応
二
年) 

三
月
十
五
日 
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千
重
丸
様
、
准
后
様
ぇ
御
児
子
惜
み
に
御
参
り
有
て
、

其
節
花
蹊
御
供
す
。
准
后
様
皇
大
皇
宮
、
親
王
様
陛
下

御
側
に
て
御
席
書
被
遊
、
御
褒
美
と
し
て
結
構
な
る
御

品
々
拝
領
、
千
重
丸
様
御
七
歳
之
時
也
。 

 (

慶
応
二
年) 

三
月
廿
一
日 

 

千
重
丸
様
、
御
用
召
ニ
テ
御
参
内
。
先
帝
御
前
に
て
御

席
書
沢
山
ニ
被
遊
、
御
褒
美
拝
領
物
沢
山
に
て
、
実
に

珍
ら
し
き
事
、
花
蹊
も
御
供
す
。
当
時
世
間
に
大
評
判

な
り
。 

 (

慶
応
二
年
三
月) 

廿
七
日 

 

千
重
丸
様
、
元
服
仰
付
ら
る
。
元
服
式
ハ
一
代
の
大
典

に
て
、
宗
家
三
条
様
御
西
下
ニ
テ
、
正
親
町
三
条
加
冠
、

阿
野
御
着
座
、
風
早
離
髪
、
三
条
西
、
沢
三
位
附
添
。

御
式
拝
見
す
。 

＊
離
髪
（
理
髪
） 

           (

慶
応
二
年) 
三
月
廿
七
日 

姉
小
路
千
重
丸
殿
御
元
服
、
正
親
町
三
条
加
冠
、
風
早

公
記
離
髪
。 

聖
上
光
明
御
違
例
様
ニ
て
、
日
々
御
命
乞
。 

＊
離
髪
（
理
髪
） 

＊
光
明
（
孝
明
） 

 (

慶
応
二
年) 

九
月
三
日 

 

岡
崎
香
川
景
嗣
之
家
を
借
り
候
事
に
約
定
す
。
花
蹊
、

岡
崎
に
住
居
す
。
此
時
よ
り
東
洞
院
瓦
町
ニ
新
宅
建
築

す
。 

 (

慶
応
二
年) 

十
二
月
に
相
成
候
て
よ
り 

禁
中
様
御
大
病
に
か
ゝ
ら
せ
ら
れ
、
御
疱
瘡
と
申
事
に

て
、
姉
小
路
公
義
朝
臣
ハ
日
吉
荒
神
ぇ
日
参
、
御
命
乞

被
遊
、
花
蹊
も
日
参
す
。 

 (

慶
応
二
年
十
二
月) 

廿
五
日 

 

           (

慶
応
二
年) 

十
二
月
廿
五
日 
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禁
中
様
御
崩
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
是
ハ
極
々
御
内
々
に
て
、

さ
て
こ
の
な
け
き
日
本
国
家
の
な
け
き
、
是
迄
陛
下
の

国
家
に
御
心
な
や
ま
さ
れ
た
る
事
、
御
年
御
三
十
歳
に

て
、
親
王
様
ハ
御
十
五
歳
様
に
て
、
日
本
の
御
国
体
如

何
に
成
行
候
や
、
涙
も
尽
た
る
か
な
し
み
也
。 

故
姉
小
路
公
知
卿
被
害
て
後
の
天
下
景
勢
如
斯
、
勤
王

ノ
士
ハ
禁
門
に
入
れ
す
。 

陛
下
の
御
身
に
御
あ
や
う
き
事
度
々
、
献
毒
も
あ
り
た

れ
と
御
ま
ぬ
か
れ
被
遊
、
こ
の
御
疱
瘡
も
如
何
な
る
御

事
に
や
、
な
け
き
の
み
の
御
世
哉
。 

＊
な
け
き
（
歎
き
） 

＊
な
け
き
（
歎
き
） 

＊
な
け

き
（
歎
き
） 

愈
御
崩
御
あ
ら
せ
ら
る
。
天
色
日
の
色
真
黄
に
て
日
の

色
と
も
見
え
す
、
実
に
一
世
の
か
な
し
み
、
い
ま
た
御

発
表
ニ
は
不
相
成
候
。
是
迄
国
事
に
御
震
襟
を
な
や
ま

せ
ら
れ
た
れ
と
、
一
と
し
て
思
召
通
り
に
参
ら
す
、
歎

息
限
り
な
く
候
。 

此
頃
、
予
の
家
を
東
洞
院
二
条
に
新
築
中
ニ
テ
、
大
工

職
人
に
命
し
て
大
い
そ
か
せ
、
御
発
表
迄
に
と
て
漸
廿

九
日
大
晦
日
先
々
移
転
い
た
し
候
。
此
日
、
崩
御
御
発

表
に
相
成
候
。 

＊
御
震
襟
（
御
宸
襟
） 

 

慶
応
二
年
丁
卯
正
月 

す
へ
て
御
祝
等
廃
さ
れ
た
り
。 

＊
慶
応
二
年
（
慶
応
三
年
） 

 

慶
応
三
丁
卯 

(

慶
応
三
年
一
月) 

元
日 

御
祝
等
一
切
な
く
、
常
よ
り
も
猶
淋
し
く
、
（
一
月
廿

七
日
ヘ
続
ク
）

(

慶
応
三
年
）
正
月
廿
七
日 

陛
下
御
葬
送
、
人
民
之
泣
声
の
み
。
拝
送
申
上
る
。 

(

慶
応
三
年
一
月) 

廿
七
日 

御
送
葬
奉
送
申
上
候
。
雪
も
ち
ら
〳
〵
ふ
り
た
り
。
か

な
し
さ
い
や
ま
さ
り
候
。 

(

慶
応
三
年) 

二
月
十
一
日 

東
洞
院
新
築
落
製
に
て
移
転
す
。 

＊(

慶
応
三
年) 

二
月
十
一
日
（
慶
応
二
年
十
二
月
二

十
九
日
） 

 (

慶
応
三
年) 

三
月
朔
日 

母
を
木
津
よ
り
呼
迎
え
、
皆
々
伏
見
迄
迎
ひ
に
行
。 

 (

慶
応
三
年
三
月) 

十
六
日
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高
畑
式
部
女
、
画
の
入
門
す
。 

九
条
公
よ
り
御
後
室
ニ
御
稽
古
御
頼
み
に
相
成
、
芹
田

氏
御
使
に
て
宮
原
先
生
ぇ
御
依
頼
ニ
相
成
、
先
生
云
、

花
蹊
ハ
師
の
礼
を
以
て
な
れ
は
御
請
を
す
る
が
、
さ
な

く
は
御
請
は
致
し
ま
せ
ぬ
と
申
上
ら
れ
た
り
。
故
に
師

の
礼
に
て
御
稽
古
申
上
る
事
に
相
成
、
二
、
五
、
八
の

御
稽
古
日
と
す
。
当
時
関
白
様
の
勢
力
は
大
な
る
も
の

也
。 

花
蹊
ハ
、
毎
日
宮
原
先
生
ニ
漢
籍
、
詩
文
、
及
書
を
学

ふ
か
た
は
ら
、
堂
上
方
ぇ
御
稽
古
に
参
り
、
書
画
の
御

依
頼
物
に
忙
し
。 

 (

慶
応
三
年) 

五
月
朔
日 

正
義
家
な
る
対
州
藩
士
青
木
建
右
衛
門
、
忰
当
右
衛
門

を
連
て
入
門
、
読
書
、
習
字
。 

                (

慶
応
三
年
五
月
）
七
日 

九
条
殿
よ
り
御
使
来
る
。
田
中
勇
蔵
と
申
御
手
医
師
、

宮
原
先
生
ぇ
御
頼
に
て
画
の
稽
古
に
上
る
事
ニ
相
成
。

九
条
幸
経
公
御
後
室
妙
寿
院
様
。 

 (

慶
応
三
年) 

十
一
月
比
よ
り 

京
都
市
中
に
神
の
御
札
ふ
り
出
し
、
近
郷
近
在
大
坂
も

同
し
さ
は
き
に
て
、
日
々
躍
出
し
、
何
の
兆
か
分
ら
す
。 

 (

慶
応
三
年) 

十
月
、
十
一
日
比 

諸
神
々
の
御
札
臨
降
に
て
、
京
洛
中
天
地
も
く
つ
か
へ

る
心
地
、
神
々
の
札
の
み
な
ら
す
、
奈
良
の
鹿
も
い
つ

く
と
も
な
く
来
る

 (

慶
応
三
年) 

十
二
月
九
日 

朝
よ
り
大
変
起
り
、
早
速
姉
小
路
家
ぇ
か
け
付
た
る
に
、

六
門
の
警
衛
き
ひ
し
く
、
夫
よ
り
堺
町
御
門
薩
州
か
た 

 (

慶
応
三
年) 

十
二
月
九
日 

御
所
大
変
起
り
、
六
門
閉
ら
れ
候
由
承
り
、
早
速
、
予
、

姉
小
路
御
殿
ぇ
か
け
付
ル
。
六
門
ハ
警
衛
厳
重
、
是
迄
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め
、
清
和
御
門
よ
り
入
て
参
殿
す
。
承
る
処
、
是
迄
逆

賊
た
る
摂
家
、
伝
奏
、
儀
奏
の
参
内
被
差
止
、
今
日
に

至
て
、
長
州
落
な
る
三
条
殿
を
は
し
め
、
五
卿
御
帰
洛

仰
付
ら
れ
、
正
儀
之
時
節
と
相
成
、
ま
た
此
嬉
し
さ
、

躍
上
り
、
手
の
舞
足
の
踏
処
を
し
ら
す
。 

＊
正
儀
（
正
義
） 

の
徳
川
、
会
藩
、
桑
名
の
守
護
ハ
引
払
と
相
成
、
長
州

五
卿
ハ
御
帰
洛
被
命
、
正
義
相
立
時
節
到
来
い
た
し
、

躍
上
つ
て
大
悦
、
早
速
二
条
ぇ
帰
り
、
母
さ
ま
ニ
此
由

告
て
、
共
々
に
其
喜
ひ
限
り
な
し
。
是
迄
之
悪
姦
役
人
、

摂
家
、
伝
奏
、
儀
奏
、
参
内
差
止
仰
付
ら
る
。
薩
長
土

肥
の
固
め
厳
重
ニ
て
、
六
門
内
さ
な
か
ら
戦
争
の
如
し
。 

 (

慶
応
三
年
十
二
月) 

十
日 

会
藩
の
か
た
め
引
払
、
徳
川
、
会
津
の
、
桑
名
、
事
越

候
哉
と
心
痛
致
し
た
れ
と
、
正
義
大
藩
警
衛
堅
く
し
て
、

大
丈
夫
と
云
。 

＊
会
津
｛
の
（
マ
マ
）
｝ 

＊
越
（
起
） 

 (

慶
応
三
年
十
二
月) 

廿
七
日 

早
朝
よ
り
父
重
敬
、
男
典
膳
、
民
部
同
行
に
て
、
三
条

公
御
始
五
卿
御
帰
洛
ニ
付
、
伏
見
迄
御
迎
ひ
に
行
。
此

時
、
五
卿
の
御
内
参
あ
り
て
、
其
警
衛
の
盛
な
る
、
い

つ
の
世
に
か
と
思
ひ
た
る
に
、
今
日
此
行
列
を
拝
見
す

る
嬉
し
さ
、
五
年
間
の
久
し
き
御
正
義
も
顕
れ
て
、
感

涙
の
外
な
く
候
。 

＊
御
内
参
（
御
参
内
） 

       (

慶
応
三
年
十
二
月) 
廿
七
日 

朝
、
父
様
、
舎
弟
民
部
同
道
に
て
、
伏
見
迄
三
条
様
御

迎
ひ
に
参
る
。
御
帰
京
直
ニ
御
参
内
に
相
成
候
。
此
嬉

し
さ
譬
ふ
る
に
物
な
し
。
五
ヶ
年
間
い
つ
の
事
か
と
相

待
た
る
に
、
漸
御
帰
洛
に
相
成
、
安
心
々
々
、
こ
れ
そ

御
維
新
に
相
成
始
め
也
。 

 

慶
応
三
年
戊
辰
正
月 

＊
慶
応
三
年
（
慶
応
四
年
） 

 

慶
応
三
戊
辰
正
月
元
日 

＊
慶
応
三
（
慶
応
四
） 

 (

慶
応
四
年
一
月) 

三
日 

伏
見
戦
争
、
わ
か
二
条
の
住
宅
之
門
前
、
な
ま
首
を
二

ツ
も
さ
げ
て
通
る
や
ら
、
軍
人
之
通
行
に
て
、
向
宮
原

迄
も
行
け
ぬ
位
の
人
通
り
也
。 

 (

慶
応
四
年
一
月) 

三
日 

姉
小
路
様
、
寿
邦
院
様
、
良
姫
様
成
ら
せ
ら
れ
、
御
年

始
の
宴
を
開
く
。
此
日
、
伏
見
大
火
、
皆
々
様
御
帰
殿

相
成
。
是
伏
見
戦
争
也
。 
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＊
寿
邦
院
（
寿
部
院
） 

 (

慶
応
四
年
一
月) 
四
日 

伏
見
戦
争
大
勝
利
。
会
藩
残
盗
、
黒
谷
ぇ
鉋
げ
き
し
て
、

兵
火
盛
也
。 

＊
残
盗
（
残
党
） 

＊
鉋
げ
き
（
砲
げ
き
） 

 (

慶
応
四
年
一
月) 

四
日 

鉋
声
近
く
聞
え
、
伏
見
鳥
羽
の
戦
争
、
長
藩
大
勝
利
。

此
時
、
予
、
母
様
と
参
殿
い
た
し
候
。
御
上
御
一
統
、

其
外
家
来
一
同
御
供
し
て
、
岩
倉
御
別
荘
ぇ
御
立
退
に

相
成
。
追
々
焼
払
火
益
甚
。
父
様
、
舎
弟
典
膳
、
民
部
、

出
征
い
た
し
候
。 

＊
鉋
声
（
砲
声
） 

 (

慶
応
四
年
一
月) 

十
一
日 

父
重
敬
は
し
め
表
役
人
た
ち
、
白
精
好
陣
羽
織
に
、
花

蹊
、
登
り
竜
の
画
を
揮
毫
し
た
る
を
着
て
出
陣
す
。 

 (

慶
応
四
年) 

二
月
朔
日 

 (

慶
応
四
年
二
月) 

三
日 

今
上
帝
、
始
而
二
条
城
ぇ
行
幸
、
拝
観
、
わ
か
門
前
御

通
過
ニ
な
る
。 

       (

慶
応
四
年) 

二
月
三
日 

二
条
城
大
政
官
に
相
成
ニ
付
、
御
政
事
被
聞
召
由
、
御

上
明
治
、
二
条
城
ぇ
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
予
等
奉
迎

送
致
し
候
。 

＊
大
政
官
（
太
政
官
） 

 (

慶
応
四
年
二
月) 

十
五
日 

有
栖
川
宮
御
東
行
也
。 

 (

慶
応
四
年
二
月) 

三
十
日 

始
て
外
国
人
の
参
内
あ
り
。
二
条
縄
手
に
て
刺
客
に
為

に
切
ら
る
。
即
死
一
人
、
手
お
ひ
の
者
九
人
。 

＊
二
条
縄
手
（
三
条
縄
手
） 

＊
刺
客
に
（
刺
客
の
） 

    (

慶
応
四
年) 

弐
月
三
十
日 

外
国
人
始
而
参
内
す
。
三
条
縄
手
に
て
、
林
田
某
、
外

人
を
切
付
、
落
馬
致
し
候
処
、
切
殺
た
り
。
林
田
自
殺

せ
ん
と
す
る
処
、
警
衛
の
者
林
田
の
首
か
き
切
、
直
ニ 
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戎
敵
ぇ
差
出
し
た
り
。
林
田
の
辞
世
あ
り
。 

さ
き
か
け
て
散
や
大
和
の
桜
花 

よ
し
や
う
き
世
に
名
ハ
た
ゝ
す
と
も 

＊
戎
敵
（
戎
狄
） 

 (

慶
応
四
年) 

三
月
廿
日 

今
上
帝
御
親
征
、
大
坂
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
る
。 

＊
廿
日
（
廿
一
日
） 

 (

慶
応
四
年) 

三
月
廿
一
日 

御
上
、
大
坂
行
幸
在
ら
せ
ら
れ
る
。
三
条
永
楽
屋
ニ
奉

送
す
る
。
京
師
人
民
泣
々
御
送
り
申
上
候
。 

 (

慶
応
四
年) 

四
月
八
日 

今
上
帝
、
大
坂
よ
り
御
還
行
相
成
た
り
。 

＊
御
還
行
（
御
還
幸
） 

 (

慶
応
四
年
四
月) 

十
二
日 

宗
対
馬
守
様
、
姉
小
路
家
ぇ
御
入
在
た
り
。 

        (

慶
応
四
年) 

八
月
廿
七
日 

御
上
、
御
即
位
あ
ら
せ
ら
る
。
殿
様
参
賀
。 

 (

明
治
元
年) 

九
月
廿
日 

今
上
帝
、
東
京
行
幸
在
ら
せ
ら
れ
る
。 

 (

明
治
元
年) 

九
月
廿
日 

御
上
、
東
京
行
幸
御
発
輦
ニ
テ
、
奉
送
申
上
る
。 

 (

明
治
元
年
九
月) 

廿
二
日 

長
生
節
に
て
稽
古
を
廃
す
。
御
祝
義
申
上
る
。
い
ま
た

天
長
節
の
御
称
の
な
き
時
也
。 

＊
御
祝
義
（
御
祝
儀
） 

 (

明
治
元
年
九
月) 

廿
二
日 

御
上
御
誕
辰
、
長
生
節
と
云
。 

 (

明
治
元
年) 

十
月
朔
日 

御
築
地
内
に
大
学
寮
出
来
、
堂
上
の
子
弟
、
学
問
研
究
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所
と
す
。 

(

明
治
元
年) 

十
二
月
廿
二
日 

御
上
、
東
京
よ
り
御
還
行
あ
ら
せ
ら
れ
る
。 

＊
御
還
行
（
御
還
幸
） 

 (

明
治
元
年) 

十
二
月
廿
八
日 
雪 

女
御
様
御
入
内
、
御
婚
儀
在
ら
せ
ら
れ
る
。
日
の
御
門

迄
拝
観
に
参
る
。 

 (

明
治
元
年
十
二
月) 

廿
八
日 

女
御
様
憲
照
御
入
代
、
予
、
拝
見
ニ
日
御
門
迄
。
此
日
、

雪
ふ
る
。 

＊
憲
照
（
昭
憲
） 

＊
御
入
代
（
御
入
内
） 

 

明
治
元
年
己
巳
正
月
元
日 

＊
明
治
元
年
（
明
治
二
年
） 

 

明
治
二
年
己
巳 

(

明
治
二
年) 

正
月
四
日 

父
様
還
暦
祝
に
て
客
招
待
す
。 

 (

明
治
二
年) 

正
月
五
日 

寺
町
革
堂
前
に
て
横
井
平
四
郎
首
取
ら
れ
る
。
花
蹊
、

沢
様
ぇ
御
礼
ニ
参
る
途
中
ニ
而
、
そ
れ
に
逢
ふ
。 

 (

明
治
二
年
一
月) 

五
日 

昼
下
り
、
寺
町
革
堂
前
に
て
横
井
平
四
郎
首
取
ら
れ
、

予
、
沢
殿
ニ
御
礼
に
参
り
候
途
中
に
て
見
る
。 

 (

明
治
二
年) 

三
月
十
一
日 

母
様
北
野
天
満
宮
ぇ
参
詣
せ
ら
れ
て
、
桜
も
満
開
、
夕

景
帰
宅
せ
ら
れ
、
此
時
よ
り
風
邪
に
て
、
是
病
気
の
は

し
め
と
相
成
、
日
々
寐
た
り
起
た
り
し
て
快
方
に
赴
か

す
。
医
師
も
三
、
四
人
を
迎
へ
て
な
眕
★
（
言
＋
察
）

を
す
る
も
、
是
死
病
と
云
。
五
月
中
旬
比
と
云
。
余
等

の
驚
き
一
方
な
ら
す
。
当
人
も
今
度
ハ
と
て
も
全
快
六

ツ
ヶ
敷
、
其
覚
悟
を
せ
よ
と
申
さ
れ
、
夫
よ
り
日
々
に

重
く
相
成
、
（
六
月
七
日
ヘ
続
ク
） 

＊
眕
★
（
言
＋
察
）
（
診
察
）

 (

明
治
二
年) 

四
月
六
日
よ
り
、
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母
様
病
気
に
て
種
々
看
護
い
た
し
候
処
其
功
な
く
、 

（
六
月
七
日
ヘ
続
ク
） 

(

明
治
二
年) 

六
月
七
日 

遂
に
死
去
致
さ
れ
、
一
代
の
か
な
し
み
に
逢
ふ
。 

  (

明
治
二
年) 

六
月
七
日 

朝
、
病
も
よ
ほ
と
快
よ
く
と
て
悦
ひ
た
る
に
、
八
つ
時

よ
り
変
来
り
て
皆
々
呼
ニ
遣
し
、
家
内
、
父
上
、
兄
弟

共
、
姉
小
路
殿
様
、
良
姫
様
も
成
ら
せ
ら
れ
、
皆
々
心

静
に
暇
乞
し
て
、
称
名
諸
共
往
生
致
さ
れ
た
り
。
実
に

一
生
涯
の
な
け
き
の
涙
雨
の
如
し
。
此
時
、
暮
六
ツ
時

也
。 

 (

明
治
二
年
六
月) 

九
日 

葬
送
、
七
条
ニ
て
火
葬
致
し
、
清
浄
華
院
ニ
骨
を
納
む
。 

 (

明
治
二
年) 

九
月
廿
四
日 

中
后
様
御
東
行
を
な
け
き
、
京
師
の
人
民
御
所
御
外
郭

を
廻
り
、
御
千
度
致
し
て
御
と
ゝ
ま
り
を
祈
る
。 

     (

明
治
二
年) 

十
月
五
日 

中
宮
様
、
東
京
御
発
輦
。
涙
な
か
ら
奉
送
す
。
洛
中
の

人
々
東
京
行
啓
を
な
け
き
、
夜
な
〳
〵
御
築
地
外
ニ
御

千
度
い
た
し
候
甲
斐
も
な
く
候
。 

 

明
治
二
年
庚
午
正
月
元
日 

＊
明
治
二
年
（
明
治
三
年
） 

 

明
治
三
年 

 (

明
治
三
年) 

七
月
十
二
日 

御
所
よ
り
御
用
召
に
て
姉
小
路
公
義
殿
参
内
。
此
度
東

京
ぇ
召
れ
候
事
に
て
、
一
同
愁
歎
限
り
な
し
。 

 (

明
治
三
年) 

七
月 

御
所
よ
り
御
用
召
に
て
、
東
京
ぇ
出
向
候
事
に
相
成
。 
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(

明
治
三
年) 

八
月
十
一
日 

晴 

姉
小
路
殿
、
東
京
ぇ
御
出
発
。
御
供
ハ
重
敬
、
民
部
、

奥
田
の
み
也
。
朝
七
ツ
時
御
出
門
に
て
、
皆
々
御
別
れ

を
惜
し
み
、
な
け
き
か
な
し
み
、
涙
千
行
万
行
。
そ
れ

よ
り
、
残
り
し
人
々
、
御
道
中
御
安
隠
と
、
今
一
度
御

帰
京
を
北
野
天
満
宮
に
祈
り
、
日
々
御
百
度
を
う
ち
居

候
。
東
京
よ
り
花
蹊
に
東
行
す
る
様
に
と
仰
越
さ
れ
、

其
準
備
す
る
。 

＊
御
安
隠
（
御
安
穏
） 

(

明
治
三
年) 

八
月
十
一
日 

姉
小
路
殿
西
京
出
発
、
父
様
、
舎
弟
民
部
、
奥
田
、
下

部
。
予
も
御
供
の
筈
、
準
備
出
来
か
ね
、
跡
よ
り
と
の

事
に
相
成
。 

＊
跡
（
後
） 

 (

明
治
三
年) 

十
一
月
よ
り 

九
条
様
を
御
は
し
め
御
弟
子
の
御
方
々
に
東
行
之
事
申

候
え
は
、
実
に
惜
ま
れ
た
れ
と
愈
、
（
十
一
月
十
七
日

ヘ
続
ク
） 

(

明
治
三
年) 

十
一
月
十
七
日 

朝
七
ツ
時
出
立
、
沢
浅
野
と
同
行
に
て
、
（
十
一
月
廿

九
日
ヘ
続
ク
） 

     (

明
治
三
年) 

十
一
月
十
七
日 

花
蹊
京
師
出
発
。
東
行
す
。
十
三
日
間
ニ
、
（
十
一
月

廿
九
日
ヘ
続
ク

(

明
治
三
年
十
一
月) 

廿
九
日 

品
川
着
。
父
様
ニ
逢
ひ
て
嬉
し
な
み
た
に
く
れ
た
り
。 

(

明
治
三
年
十
一
月)

廿
九
日 

品
川
着
、
父
様
も
迎
ひ
に
来
ら
れ
て
、
築
地
沢
家
に
着
。 

 (

明
治
三
年) 

十
二
月 

(

明
治
三
年
十
二
月) 

二
日 

三
条
様
ぇ
参
り
、
久
々
に
て
拝
謁
、
種
々
御
物
語
申
上

る
。 

三
条
様
よ
り
御
依
頼
の
御
襖
四
季
花
卉
、
揮
毫
に
か
ゝ

る
。
ま
た
方
々
様
よ
り
御
た
の
み
の
揮
毫
も
の
に
て
い

そ
か
し
。 

 (

明
治
三
年
十
二
月) 

十
八
日
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外
務
省
よ
り
、
絹
本
ニ
京
名
所
廿
五
枚
仰
付
ら
る
。
日

々
揮
毫
す
。 

 (

明
治
三
年
十
二
月) 
廿
五
日 

沢
様
よ
り
御
屏
風
一
双
松
竹
梅
之
図
。
東
京
着
早
々
、

福
田
の
娘
き
み
御
弟
子
入
あ
り
。
揮
毫
も
の
夥
し
く
、

繁
忙
を
究
む
。 

＊
究
む
（
極
む
） 

 

明
治
四
年
辛
未
元
日 

         

明
治
四
年
辛
未 

(

明
治
四
年) 

一
月 

当
時
東
京
の
形
勢
、
戦
後
と
云
ひ
、
実
に
令
嬢
と
も
云

へ
き
人
ハ
開
化
と
と
な
へ
て
、
髪
を
ザ
ン
切
に
し
て
、

長
き
書
生
羽
織
を
着
、
ヱ
ン
筆
を
耳
に
挟
み
て
、
ヘ
コ

帯
な
と
し
て
、
実
に
殺
風
景
を
極
む
。
予
、
こ
の
風
体

を
み
て
、
是
を
一
変
せ
ね
は
と
考
ふ
。
女
子
教
育
の
念

甚
し
。 

＊
ヱ
ン
筆
（
鉛
筆
） 

 (

明
治
四
年) 

一
月
九
日 

広
沢
参
議
、
暗
殺
さ
れ
た
り
。 

 (

明
治
四
年
一
月) 

十
五
日 

朝
廷
よ
り
御
用
に
て
、
絹
本
竪
物
四
季
花
卉
四
枚
、
絹

本
十
二
枚
花
鳥
之
図
、
絹
本
十
二
枚
横
物
花
卉
之
図
、

揮
毫
仰
付
ら
る
。
毎
日
一
枚
ツ
ヽ
落
成
す
。 

    (

明
治
四
年) 

一
月
十
五
日 

朝
庭
よ
り
御
用
ニ
テ
、
絹
本
竪
物
四
季
花
卉
四
枚
、
絹

本
十
二
枚
、
横
物
花
鳥
十
二
枚
仰
付
ら
る
。 

(

コ
ノ
項
、
外
務
省
ヨ
リ
ノ
絹
本
来
レ
ル
ヲ
イ
ウ
） 

外
務
省
よ
り
絹
本
画
帖
物
廿
五
枚
仰
付
ら
る
。
日
々
揮 

毫
も
の
に
て
大
多
忙
。 

(

コ
ノ
項
、
明
治
三
年
末
ヨ
リ
明
治
四
年
一
月
ヲ
併
セ
記
ス
） 

三
条
殿
よ
り
御
襖
六
枚
、 

沢
様
、
石
山
様
よ
り
御
屏
風
等
に
て
、
実
ニ
繁
忙
を
究 
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む
。 

＊
朝
庭
（
朝
廷
） 

＊
究
む
（
極
む
） 

 (

明
治
四
年
一
月) 

十
六
日 

笹
本
幾
波
氏
来
り
、
今
般
新
聞
と
云
も
の
出
来
て
、
何

に
よ
ら
す
書
て
日
々
の
出
来
事
を
報
す
る
の
て
、
先
、 

ざ
ん
切
あ
た
ま
を
た
ゝ
い
て
み
れ
は 

文
明
開
化
の
音
か
す
る 

と
加
様
の
も
の
と
云
。 

＊
加
様
（
斯
様
） 

 (

明
治
四
年
二
月) 

廿
七
日 

三
条
様
よ
り
、
襖
六
枚
揮
毫
御
頼
み
に
相
成
候
。
武
陵

桃
源
之
図
。 

是
よ
り
の
日
記
紛
失
す
。 

              (

明
治
四
年) 

十
一
月
十
七
日 

紅
葉
山
ニ
テ
大
嘗
会
御
神
事
ニ
付
、
市
中
賑
々
敷
可
致

様
ニ
付
、
花
車
な
と
出
て
賑
は
し
。
予
も
大
嘗
宮
拝
見

ニ
参
る
。
ゆ
き
、
す
き
殿
よ
り
皆
黒
木
丸
太
に
て
作
ら

れ
実
に
神
代
の
有
さ
ま
を
拝
す
。
籬
は
萩
に
て
八
重
垣

を
作
ら
れ
た
り
。
此
大
御
写
真
を
陛
下
御
手
づ
か
ら
拝

借
仰
せ
付
ら
れ
て
写
し
奉
る
。 

＊
ゆ
き
（
悠
紀
） 

＊
す
き
殿
（
主
基
殿
） 

  

明
治
五
年 

  

明
治
五
年
壬
申 

(

明
治
五
年) 

一
月
十
一
日 

殿
様
御
用
召
に
て
任
内
豎
。
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(

明
治
五
年) 

二
月
六
日 

和
田
倉
会
津
屋
敷
よ
り
失
火
、
大
風
に
て
。
花
蹊
等
ハ

両
国
中
村
楼
ニ
於
て
書
画
会
ニ
会
す
。
正
午
よ
り
火
の

手
揚
り
、
其
火
事
之
盛
な
る
前
代
未
聞
、
丸
の
内
よ
り
、

通
り
、
銀
座
辺
、
皆
焼
失
し
て
、
夕
景
、
築
地
本
願
寺

も
沢
家
も
姉
小
路
も
み
な
焼
た
り
。
鉄
鉋
洲
迄
火
来
、

鉄
鉋
洲
迄
逃
た
り
。
夜
十
二
時
過
、
神
保
町
石
山
家
ぇ

立
逃
、
暫
時
石
山
家
に
滞
在
す
。 

姉
小
路
住
宅
、
神
田
三
崎
町
ニ
移
転
す
。
花
蹊
も
同
居

す
。 

(

以
下
、
明
治
六
、
七
年
ノ
記
事
ヲ
併
セ
記
ス
） 

京
都
華
族
の
御
姫
た
ち
、
続
々
入
学
申
込
れ
、
皆
寄
宿

す
。 

万
里
小
路
芳
丸
、
同
伴
子
、
桃
子
。 

御
所
宮
内
卿
よ
り
御
頼
み
に
て
、
宮
中
典
侍
、
掌
侍
の

方
々
に
漢
学
御
稽
古
ニ
参
る
事
、
土
曜
日
よ
り
日
曜
終

日
、
毎
年
。 

青
山
御
所
典
侍
、
掌
侍
の
方
々
ぇ
習
字
御
稽
古
申
上
る
。 

＊
六
日
（
廿
六
日
） 

＊
鉄
鉋
（
鉄
砲
） 

 

＊
鉄
鉋

（
鉄
砲
） 

＊
立
逃
（
立
退
） 

(

明
治
五
年) 

二
月
廿
六
日 

和
田
倉
よ
り
の
大
火
に
て
、
殊
に
烈
風
は
け
し
く
、
築

地
沢
家
も
不
残
焼
出
、
荷
物
持
出
し
て
四
度
迄
逃
て
鉄

鉋
津
に
て
止
。
此
火
、
午
十
二
時
よ
り
夜
十
時
迄
。
石

山
家
ぇ
立
の
き
候
。 

＊
鉄
鉋
（
鉄
砲
） 

              (

明
治
五
年) 

五
月
廿
三
日 

聖
上
、
西
国
行
幸
御
発
輦
、
奉
送
す
。 

  

姉
小
路
公
義
、
陛
下
之
思
召
ニ
よ
り
独
乙
留
学
被
仰
付
、

九
月
十
三
日
東
京
出
発
。 

＊
十
三
日
（
十
一
日
） 

 (

明
治
五
年) 

九
月
十
一
日 

姉
小
路
公
義
、
予
て
思
召
に
よ
り
洋
行
、
独
乙
留
学
仰

付
ら
れ
、
本
日
東
京
御
出
発
相
成
候
。
同
行
ハ
司
法
卿

江
藤
真
平
之
筈
、
俄
に
止
に
相
成
、
岸
良
氏
同
行
致
さ

れ
候
。 

＊
江
藤
真
平
（
江
藤
新
平
） 
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 (

明
治
五
年) 

十
一
月
八
日 

朝
廷
よ
り
御
用
召
に
て
十
二
時
参
内
す
。
山
里
御
庭
、

吹
上
禁
苑
、
所
々
拝
見
仰
付
ら
れ
、
内
侍
所
拝
し
奉
り

て
、
梅
見
の
御
茶
屋
ニ
参
る
。
御
上
、
皇
后
様
出
御
の

御
沙
た
な
か
ら
、
皇
后
様
成
ら
せ
ら
れ
、
拝
謁
之
上
、

御
側
に
て
御
席
上
書
画
御
覧
ニ
備
え
る
。
皇
様
よ
り

種
々
六
ツ
ヶ
敷
御
好
さ
ま
も
あ
ら
せ
ら
れ
、
張
暃
青
竜

刀
を
持
た
る
処
、
ま
た
ハ
大
公
望
魚
つ
る
処
な
と
、
其

外
詩
書
な
と
も
大
は
つ
み
に
て
、
御
料
理
等
戴
、
又
結

構
な
る
賜
も
の
あ
り
て
、
十
時
退
出
す
。 

＊
沙
た
（
沙
汰
） 

＊
皇
様
（
皇
后
様
） 

＊
張
暃

（
張
飛
） 

＊
大
公
望
（
太
公
望
） 

＊
大
は
つ
み

（
大
弾
み
） 

 (

明
治
五
年
十
一
月) 

十
七
日 

綾
小
路
正
二
位
様
、
画
の
御
入
門
相
成
。
八
十
一
歳
御

弟
子
也
。
京
師
梅
園
秀
暁
、
画
の
入
門
す
。
八
十
二
歳

也
。 

 (

明
治
五
年) 

十
二
月
二
日 

本
日
よ
り
大
陽
暦
に
改
良
す
。 

＊
大
陽
暦
（
太
陽
暦
） 

 (

明
治
五
年
十
二
月) 

三
日 

此
日
、
明
治
六
年
癸
酉
年
一
月
一
日
と
相
改
。 

 

明
治
六
年 

中
山
従
一
位
様
よ
り
御
頼
み
に
て
、
仲
子
様
御
寄
宿
。 

 

明
治
六
年 
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芝
大
教
院
設
立
、
女
教
院
も
出
来
、
花
蹊
、
権
訓
導
に

補
せ
ら
る
。 

桐
淵
母
、
娘
秋
、
孫
登
子
、
幸
子
、
石
山
菊
子
、
山
田

富
、
平
田
長
子
、
大
谷
木
豊
、
飯
尾
忰
娘
二
人
、
土
御

門
益
子
、
四
辻
増
子
、
四
辻
妹
、
田
中
公
義
娘
、
及
外

ニ
入
門
願
来
る
。
池
田
辰
雄
。 

       (

明
治
六
年) 

一
月
十
一
日 

万
里
小
路
伴
子
様
御
入
門
。 

 (

明
治
六
年) 

二
月
十
二
日 

赤
阪
大
宮
御
所
よ
り
御
用
召
ニ
テ
昇
殿
す
。
皇
大
皇
后

御
前
に
て
席
書
画
数
十
枚
御
覧
ニ
備
え
る
。
御
好
さ
ま

も
あ
ら
せ
ら
れ
、
猛
虎
を
か
け
と
仰
せ
ら
れ
、
二
尺
巾

絹
本
に
揮
毫
す
。
大
御
満
足
さ
ま
に
て
、
御
料
理
御
菓

子
等
戴
、
御
目
録
及
御
品
物
等
拝
領
す
。
七
時
退
出
す
。 

＊
皇
大
皇
后
（
皇
太
皇
后
） 

 (

明
治
六
年) 

同
十
月
廿
五
日 

皇
后
宮
、
皇
大
皇
后
宮
、
御
浜
離
宮
ぇ
行
啓
あ
ら
せ
ら

る
。
花
蹊
御
用
召
に
て
、
中
嶋
之
御
茶
屋
に
て
拝
謁
、

御
前
に
て
書
画
共
沢
山
に
御
覧
ニ
入
る
。
両
陛
下
御
慰

様
に
て
、
一
入
御
満
足
あ
ら
せ
ら
る
。
実
天
晴
朗
春
の

如
し
。
海
の
景
色
も
殊
更
に
て
、
午
下
五
時
御
還
啓
あ

ら
せ
ら
る
。 

＊
皇
大
皇
后
宮
（
皇
太
皇
后
宮
） 

 (

明
治
六
年) 

十
二
月
九
日 

朝
よ
り
生
徒
試
業
式
、
皆
書
画
を
席
上
に
て
揮
毫
す
。
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 (

明
治
六
年
十
二
月) 

十
一
日 

正
親
町
春
香
姫
、
田
中
嶋
女
入
門
。 

 (

明
治
六
年
十
二
月) 

十
二
日 

正
親
町
鍾
子
姫
入
塾
。 

 (

明
治
六
年
十
二
月) 

廿
一
日 

大
岸
常
盤
入
門
。 

 (

明
治
六
年
十
二
月) 

廿
四
日 

独
乙
人
よ
り
の
依
頼
之
画
十
五
枚
渡
す
。 

             

明
治
七
年
甲
酉 

＊
酉
（
戌
） 

 (

明
治
七
年) 

二
月
十
一
日 

万
里
小
路
宮
内
大
輔
様
よ
り
御
使
に
て
、
桃
子
此
度
花

蹊
ぇ
養
女
に
も
ら
ひ
受
候
事
に
約
定
い
た
し
候
へ
と
も
、

通
房
様
英
国
留
学
中
ニ
付
御
帰
朝
之
上
表
向
に
と
云
事

に
相
成
候
。 

 

同(

明
治
七
年)

十
一
月
廿
五
日 

朝
よ
り
試
業
式
ニ
付
生
徒
一
同
参
集
、
講
義
及
書
画
を

揮
毫
す
。
今
日
迄
に
入
門
す
る
華
族
の
姫
た
ち
八
十
余

名
に
達
す
。
日
々
入
門
を
乞
ふ
者
織
か
如
し
。 

 

明
治
七
年
六
月
十
九
日 

此
頃
、
生
徒
之
数
も
ふ
え
て
、
と
て
も
姉
小
路
の
家
屋 
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拝
借
い
た
し
て
も
居
ら
れ
す
と
て
、
神
田
中
猿
町
十
三

番
地
ニ
所
買
得
す
。
山
口
県
天
野
御
民
氏
之
所
有
地
也
。 

＊
明
治
七
年
（
明
治
八
年
） 

＊
神
田
中
猿
町
（
神
田

中
猿
楽
町
） 

 (

明
治
八
年) 

七
月
十
日 

中
猿
楽
町
十
三
番
地
地
券
状
請
取
候
也
。
此
日
よ
り
地

な
ら
し
、
学
校
建
築
ニ
取
か
ゝ
る
。 

 (
明
治
八
年) 

八
月
十
四
日 

塾
上
棟
式
執
行
す
。 

 (

明
治
八
年) 

九
月
六
日 

宮
内
御
内
儀
よ
り
御
頼
み
に
相
成
、
典
侍
様
、
内
侍
様
、

夕
顔
権
典
侍
、
早
蕨
権
典
侍
、
花
松
権
典
侍
、
芙
蓉
内

侍
、
杜
若
内
侍
、
玉
椿
内
侍
、
楓
内
侍
の
方
々
、
漢
籍

講
読
御
稽
古
に
参
る
。
土
曜
よ
り
日
曜
毎
々
参
る
事
と

定
む
。 

 

明
治
八
年 

＊
明
治
八
年
（
明
治
九
年
） 

 (

明
治
九
年)

一
月
八
日 

昨
暮
よ
り
学
校
建
築
、
落
製
ニ
付
、
八
日
吉
辰
を
以
て

開
校
式
執
行
す
。
華
族
之
方
々
姫
方
等
も
来
賓
之
多
き

実
に
驚
入
た
り
。
こ
れ
よ
り
跡
見
女
学
校
と
称
し
て
、

女
子
教
育
に
従
事
す
る
。
国
語
、
漢
籍
、
算
術
、
習
字
、

絵
画
、
裁
縫
、
琴
、
挿
花
、
点
茶
之
九
科
目
と
す
。 



跡見花蹊略歴 上段 
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明
治
廿
七
年
三
月
廿
三
日 

法
帖
揮
毫
之
数
一
万
に
達
す
。
此
時
、
一
万
帖
之
祝
賀

会
を
催
す
。
三
条
様
御
簾
中
も
成
ら
せ
ら
れ
る
。 

  

明
治
四
十
五
年
三
月
迄
、
惣
計
壱
万
七
千
九
百
七
十
四

冊
也
。 

  


